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研究背景・目的

OsLG1遺伝子は栽培化されたイネの閉じた穂の形態を制御する
研究期間：2013～2023年

作物の栽培化のはじまろうとするころ，生計のほ
とんどを狩猟採集にたよっていた人間にとり野生植
物の成熟した種子の落ちにくくなることは，その種
子を採集する際の効率が格段に上がることにつなが
るため非常に都合のよい形質であった．本研究では，
栽培イネの祖先となる熱帯アジアの野生イネに焦点
をあて，まず，野生イネの開いている穂が閉じた形
態に変化すると成熟した種子が落ちにくくなること
を示した．さらに，この穂の形態の変化にともない，
開花のとき外から花粉を受け取ることがさまたげら
れ，受精のほとんどが自分の花粉による繁殖である
自殖へと導かれた可能性を示した．この穂の開閉に
関与する原因遺伝子については，DNAマーカーを用
いた解析によりOsLG1遺伝子であることが明らかに
なった．以上のことから，野生イネにおける穂の形
態の変化はイネの栽培化の初期において大きな影響
を及ぼし，OsLG1遺伝子はイネの栽培化の引き金と
なった遺伝子だと考えられた．

2. 穂の開閉を制御する遺伝子の同定

穂の開閉を制御していたのはSPR3遺伝子座であった
が，イネの染色体においてどの領域のどの遺伝子が関
与しているのかを明らかにするため高密度連鎖分析を
行った．その結果，SPR3遺伝子座は第4染色体の長腕
9.3 kbpの領域に存在することがわかった．そこで，こ
の領域の野生イネO. rufipogon W630における塩基配列
を決定し，栽培イネO. sativa ‘Nipponbare’のものと比
較したが，ともに，この領域には遺伝子産物となるタ
ンパク質をコードする配列はみつからなかった．この
ことは，この9.3 kbpの内部にほかの遺伝子を制御する
領域のあることを示唆した．そこで，この領域の付近
の遺伝子を調べたところ，約10 kbp下流に葉および葉
舌の形態に関与するOsLG1遺伝子が存在しており，野
生イネの開いた穂ではこの遺伝子の発現量の大きいこ
とがわかった．OsLG1遺伝子はSQUAMOSAプロモー
ター結合タンパク質様ドメインをもつ転写因子をコー
ドしている．

穂の開閉に関与する原因遺伝子を調べるため，9.3
kbpの領域とOsLG1遺伝子との相補性検定を行った．
まず，9.3 kbpの領域とOsLG1遺伝子の両方を含む野生
イネのゲノムコンストラクトを，閉じた穂をもつ栽培
イネO. sativa ‘Nipponbare’に導入したところ，形質転
換イネは開いた穂を示した．一方，OsLG1遺伝子のみ
を含む野生イネのゲノムコンストラクトを導入すると，
形質転換イネの穂の形状に変化はみられなかった．こ
の結果は，穂の開閉に関与する原因遺伝子はOsLG1遺
伝子であり，その発現制御領域が9.3 kbpの領域に含ま
れることを示した．

穂が閉じた形態になると，
成熟種子は落ちにくくな
るとともに，外からの花
粉はかかりにくくなる．

野生イネの穂の形態変
化は種子の脱粒性と生
殖様式に大きな影響を
与える．

1. 野生イネの閉じた穂への形態の変化は種子の
脱粒性と生殖様式に大きな影響をあたえる

野生イネは栽培イネとは異なり，広く開いたかた
ちをした穂をもつ．また，種子の先端には芒とよば
れる細長い器官がある．この器官は野生イネにとり
自然の状態で種子を飛散させるのに必要なものであ
る．なぜなら，種子の登熟期に風雨をはじめさまざ
まなものが芒に触れると種子の脱落が促されるから
である．まず，遺伝分析により，この穂の開閉が
SPR3遺伝子座1つにより制御されていることを明ら
かにした．そのため，当該する遺伝子1つに変化が起
これば，閉じた穂をもつ野生イネの植物体が比較的
簡単に生じるものと考えられた．

閉じた穂をもつ野生イネの系統を栽培イネO.
sativa ‘Nipponbare’を野生イネO. rufipogon W630に
より戻し交雑することにより作出し，どのような現
象が観察されるのか圃場調査を行った(右上図)．その
結果，この系統の成熟種子は落ちにくくなること，
また，それにより種子は採集しやすくなることがわ
かった．成熟種子の採集に関する調査では，開いた
穂をもつ系統より閉じた穂をもつ系統からのほうが
約1.5倍も効率よく採集できることが示された．これ
は，穂が閉じている状態では芒どうしが重なりあう
ことが大きく影響していた．1つの穂のなかの種子の
成熟の時期には1週間ほどのばらつきがあるが，下位
の未成熟の種子の芒は上位の成熟した種子を支える
ため，種子の脱落が一時的に抑えられると考えられ
た．そこで，成熟種子の脱粒までの日数を調べたと
ころ，閉じた穂の種子は開いた穂のものより1日ほど
長く穂に残ることがわかった．
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